
な
っ
た
り
、
自
分
が
教
え
た
人
が
大
き

く
成
長
す
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す
。

今
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、
さ
ら
に

途
上
国
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

性
向
上
の
た
め
の
デ
ー
タ
分
析
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
は
で
き
て
い
る
の
で
す
が
、
活

用
に
改
善
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
今
年
１
月
に
共
同
開
発
先
の
ダ
ル
エ

ス
サ
ラ
ー
ム
大
学
を
訪
問
し
、
利
用
者

か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
確
認
し
て
、

課
題
の
仕
分
け
と
対
応
策
の
整
理
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
う
す
れ
ば
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
へ
の
入
力
に
協
力
し
て
も
ら

え
る
か
を
知
る
た
め
、
地
方
で
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

今
の
仕
事
は
、
技
術
的
に
は
こ
れ
ま

で
や
っ
て
き
た
仕
事
の
延
長
上
に
あ
り

ま
す
が
、
人
間
関
係
は
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
以
前
は
上
下
の
人
間
関
係
の

中
で
仕
事
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
開

発
協
力
で
は
相
手
方
の
担
当
者
は
対
等

の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
り
ま
す
。
先
方
の

要
求
を
満
た
し
つ
つ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
目
標
と
の
整
合
性
を
保
つ
と
い
う
２

つ
の
目
標
の
両
立
を
目
指
す
中
で
、
担

当
者
と
う
ま
く
息
を
合
わ
せ
て
仕
事
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
が
違
え
ば
文
化
が
違
い
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
習
慣
な
ど
も
異
な
り
ま
す
。
タ
ン

ザ
ニ
ア
人
の
時
間
感
覚
や
プ
ラ
イ
ド
を

踏
ま
え
て
働
く
難
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、

異
な
る
文
化
で
育
っ
た
人
と
一
緒
に
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
力
生
か
し
途
上
国
を
豊
か
に

大
学
卒
業
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
専

門
に
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

海
外
で
働
き
た
い
と
考
え
た
き
っ
か
け

は
、
ベ
ト
ナ
ム
現
地
子
会
社
で
法
人
顧

客
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
提
案
・
導
入
を

手
掛
け
た
こ
と
で
す
。
営
業
部
長
と
し

て
法
人
企
業
の
海
外
拠
点
を
結
ぶ
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、工

場
・
サ
ー
ビ
ス
オ
フ
ィ
ス
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
な
ど
の
販
売
促
進
を
担
当
し
ま

し
た
。
ま
た
、
日
系
銀
行
の
現
地
支
店

で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
責
任
者
と
し
て
部
署
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
現
地
職
員
の
育
成
・

採
用
を
担
当
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
転
職
先
で
海
外
と
の
接
点

が
少
な
い
部
署
に
異
動
と
な
り
、
海
外

で
働
け
る
場
を
探
し
て
い
た
時
に
出

会
っ
た
の
が
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｊ
で
す
。
今
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
て
開
発
途
上
国
で
働

け
る
こ
と
か
ら
転
職
を
決
意
し
ま
し
た
。

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
タ
ン

ザ
ニ
ア
の
各
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
農
産

物
の
収
穫
量
、家
畜
の
食
肉
処
理
数
、病

気
な
ど
の
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
築
で
す
。
こ
れ
は
、
生
産

国際開発センター（IDCJ）
理論と現場のバランス重視で高い信頼性

1971年に日本初の国際開発分野専門の総合
シンクタンクとして創設。2010年に一般財団法
人に移行。同年設立の株式会社国際開発センター
が、国際協力や社会経済開発などの調査・コンサ
ルティング事業や、開発途上国の行政官、実施機
関職員、日本の援助機関担当者らの能力開発・人
材育成事業を手掛けている。
シンクタンクを母体とすることから、理論と現

場の融合を重視しており、両者のバランスに配慮
した信頼性の高いコンサルティングが強みだ。ま
た、特定分野に偏らない総合的なアプローチや、
多様な視点に基づく中立性を基本姿勢に掲げて
いる。地域開発や地方行財政のほか、産業開発、農
村開発、教育開発などのソフト面の事業で評価が
高い。近年は都市計画や物流、道路や港湾などの
インフラ整備業務も強化。国際協力事業の成果に
ついて説明責任を求める世論を受けて、政策やプ

ロジェクトの評価を行う評価部も設置し、積極的
に透明性の向上に貢献している。
一般財団法人の国際開発センターは、より公共

性の高い社会貢献事業や国際交流、自主研究事業
を行っており、株式会社と一般財団法人の両輪で
機動的な国際開発事業を展開している。

Check

経済社会開発部

鈴木 俊明さん
〈44歳〉

Suzuki Toshiaki
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Firm

新卒採用：あり　中途採用：あり
募集職種：  ①研究職　②事務職 

recruitment

company data
株式会社国際開発センター　一般財団法人国際開発センター
International Development Center of Japan Incorporated
International Development Center of Japan
〒108-0075 東京都港区港南1-6-41 品川クリスタルスクエア12F
設立：1971年２月　従業員数：92人
代表者： 代表取締役社長　寺田幸弘

理事長 竹内正興
事業分野： ①途上国の総合開発計画立案・評価、援助のあり方に

関する調査研究、コンサルティング業務　②開発協力
専門家の養成　③途上国の人材育成　④社会貢献
推進事業　⑤海外の研究者との共同調査、研究、交
流ほか

TEL：03-6718-5931（代）　FAX：03-6718-1651
E-mail：recruit_i@idcj.or.jp　
URL： http://www.idcj.or.jp/ 
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Age

25

37

39

43

NTT Communications(当
時日本電信電話株式会社)
に入社

IDCJ入社

41 ソフトバンクテレコム株
式会社入社

ベトナム子会社の営業
部長に就く

都市銀行ベトナム支店で現
地スタッフの育成・管理を担当

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
地
方
自
治
体
職
員
を
指
導
す
る

鈴
木
さ
ん
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